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　サンタン :  UV-Aによって皮膚が赤黒く変色す
ること。サンバーンのように発熱
や炎症を起こすことはない。
223
▼日焼けによる影響
　1）　悪影響
　日焼けによる悪影響は多々あるが，代表的な 2
つを紹介する。
　〔光老化〕
　シミ，しわの原因となる。
　シミ… メラノサイトの働きにより，大量のメラ
ニンを量産し続ける。
　しわ…真皮にある弾性繊維が障害される。
　〔発がん〕
　DNA配列の変化が起こり，正常に遺伝子が機
能しなくなり，突然変異を引き起こす。
　2）　好影響
　日焼けによる好影響はほとんどない。好影響と
いうよりは，意識せずにあびる紫外線量で充分な
効果を発揮する自然な反応である。
　血中のカルシウム濃度を高めるビタミン Dを
産生する。また，ビタミン Dの前駆体を活性化
する作用を持つ。
▼まとめ・紫外線対策
　米国皮膚科学会（AAD）は 5月 20日，日焼け
止め選びに役立つ基本情報を紹介した。日焼け対
策を行う上で重要な点は，（1）SPF 30で紫外線
は 97%遮断される。SPFが高くても 100%遮断
はできないので，屋外等では 2時間おきに塗り直
したい（2）6カ月未満の乳児は直射日光下を避
け，日焼け止めは使わないのが理想。6カ月以上
の子どもには肌に優しい成分のものを選んで使用
可能（3）日焼け止め成分の毒性や健康への害の
懸念より，日焼け止め使用による皮膚癌予防の利
点の方が上回る。　
　また，最適な日焼け止めを選ぶと同時に，肌の
露出を避ける服装やサングラスの着用，日陰利用
などの他の UV対策を併用することが大切であ
る。どの日焼け止めにしても，製品表示にある
UV防止効果を得るには，たっぷりしっかり塗る
ことが大事である。
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1.　は　じ　め　に
我々医学部の一年生にとって，医師という職業
人としての生活は勿論，結婚生活というのはまだ
遠い将来の話であり，想像し難いものである。親
族に医師がいる者も多い中で，その仕事の過酷さ
から将来の家族像に漠然とした不安を覚えるもの
も多い。　　
これから医師となる身として，具体的な将来の
生活像とその備えの手がかりを知ることで，将来
の不安を少しでも軽減させ，充実した医師生活を
送るきっかけとしたいと考え，今回の医学セミ
ナーの機会に調査に取り組んだ。
2.　研　究　方　法
　1）　アンケート調査
本年 7月に本校医学部の一年生 130名を対象と
して，結婚・就労に関するアンケート調査を行な
う。
　2）　インタビュー調査
本年 8月に福島市内で勤務している医師に結
婚・就労に関するインタビュー調査を行なう。
3.　結　　　　　果
　1）　アンケート調査
　アンケートに回答したのは 89名であった。そ
の結果，男子 83%，女子 86%が結婚したいと考
えていた。結婚相手の理想の職業は図 2の表とな
り，男女ともに職業を問う者が 6割程度であり，
配偶者に医師を理想とする者も一部見られた。
親に医療従事者をもつ者が 28名いる中で，親
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